
 

 

 

（ 1） 事 前 の 検 査  

 最 初 に 、前 立 腺 か ら 離 れ た 場 所 に 、が ん の 転 移 が な い か

ど う か 、 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 、 CT（ コ ン ピ ュ ー タ ー 断 層

撮 影 ）、 MRI（ 磁 気 共 鳴 画 像 診 断 ） な ど を 行 っ て 確 認 し ま

す 。  

 

（ 2） 遺 伝 子 の 導 入  

 検 査 に よ っ て 、条 件 を 満 た し て い る こ と が 確 認 さ れ た 後 、

ま ず 、単 純 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス の チ ミ ジ ン キ ナ ー ゼ と い う 酵

素 の 遺 伝 子 を 、 あ る 一 定 量 （ 10 1 0  PFU）、 肛 門 か ら 直 接

前 立 腺 に 注 射 し ま す （ 遺 伝 子 の 導 入 ）。 こ れ は 、 あ な た が

受 け た こ と が あ る 前 立 腺 生 検 と 同 じ 方 法 で す 。注 射 に 伴 う

感 染 を 予 防 す る た め に 、抗 菌 薬 を 事 前 に 投 与（ 注 射 ）し ま

す 。  

 遺 伝 子 は 、 遺 伝 子 の 乗 り 物 （ ベ ク タ ー ） に 乗 せ て 、 が ん

細 胞 ま で 届 け ら れ ま す 。 こ の ベ ク タ ー は 、「 か ぜ 」 を お こ

す ウ イ ル ス（ ア デ ノ ウ イ ル ス ）を 使 用 し て い ま す が 、ア デ

ノ ウ イ ル ス は 一 部 の 遺 伝 子 を 人 工 的 に 欠 損 さ せ て 、増 殖 し

な い よ う に あ ら か じ め 操 作 し て あ り ま す 。（ こ の ベ ク タ ー

の 安 全 性 に つ い て は「 ８ ．遺 伝 子 治 療 の 安 全 性 と 危 険 性（ リ

ス ク ） に つ い て 」 を ご 覧 く だ さ い 。）  

 

（ 3） 導 入 し た 当 日 の 夜  

    ベ ク タ ー 注 入 後 は 、 原 則 と し て 一 晩 、 個 室 で 安 静 に し

て い た だ き ま す 。 膀 胱 に 外 か ら カ テ ー テ ル （ 細 い 管 ） を

入 れ た ま ま に し 、 ト イ レ に 行 か な く て も 自 然 に 尿 が 外 の

袋 に た ま る よ う に し ま す 。 カ テ ー テ ル は 翌 朝 に は 抜 き ま

す 。 治 療 に 伴 う 出 血 や 感 染 は 通 常 は 軽 く 、 医 療 処 置 で よ

く な り ま す 。 万 一 、 重 い 合 併 症 が 起 き た 場 合 に は 、 直 ち

に 適 切 な 対 処 を い た し ま す 。  
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